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第三者意見・検証報告
信頼性を高めるとともに、社会の期待に応えるレポートとするため、第三者意見・審査をいただきました。

水尾 順一 氏
駿河台大学名誉教授・博士（経営学）
一般社団法人日本コンプライアンス＆
ガバナンス研究所代表理事／会長

（株）資生堂から、駿河台大学教授・経済研究
所長等を経て2018年3月末退職、現在に至る。
（株）ダイセル社外監査役。2010年ロンドン
大学客員研究員他。著書『サスティナブル・カ
ンパニー～「ずーっと」栄える会社の事業構想』
（株）宣伝会議など多数。

オカムラグループ（以下、同社）のSustainability Report 2022につい
て、企業でCSRの実務を推進し、大学とその後の研究所でもその理論
構築を通じて「CSRの理論と実践の融合」を促進してきた立場から、以
下に第三者意見を申し述べます。

高く評価できる点：
「組織活力の向上に結びつく企業文化」を
理解することができます。

2021年7月、同社はそれまでの経営理念を一部改訂、「オカムラウェイ」
を策定されました。その根底にある「人が活きる」という視点から、個
人、チーム、組織全体の活力向上をめざす企業文化の創造を感じ取るこ
とができます。その実現に向けて同社の存在意義であるパーパスをもと
に、従業員発の新たな経営モデルを構築すべく「カルチャーブランディ
ングプロジェクト」として、多様な従業員を巻き込みながら一体型の経
営モデルづくりが実践されています。
その一つがオカムラキャラバンミーティングで、キーマンはオカムラ
ウェイにある同社の「SMILE」の反映した姿を伝える「SMILEハンター」。
「SMILEハンター」は、活動の様子をレポートして社内にフィードバッ
クさせながら、エバンジェリスト（伝道師）の役割を果たすことで、同
社のカルチャーブランディングに多大な貢献を果たしており、こうした

第三者意見

「オカムラグループ　Sustainability Report2022」の発行にあ
たって、多くの分野のステークホルダーの皆様より貴重なご意見
を多数いただき、それらのご意見を参考にした上で、持続可能な
社会の構築に向けた、当社グループの取り組みを報告させていた
だきました。
水尾先生には、ご専門のお立場から忌憚のないご意見を頂戴し、
お礼を申し上げます。
2021年7月に経営理念を一部改訂し体系整理した「オカムラウェ
イ」の全社推進活動を高く評価頂くとともに、「サステナビリティ・
ガバナンス」の体制についてご指摘頂きました。
「サステナビリティ・ガバナンス」体制については、「サステナビ
リティ委員会」を2021年9月にスタートしたばかりで、体制・
内容について議論しながら進めている状況です。
今回のご指摘は、経営をさらに前進させるための重要なご意見と
認識し、取り組みへの反映に努めてまいります。
今後も、「豊かな発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを
通して、社会に貢献する。」をミッションとして、中期経営計画を
推進すると共に、さまざまな社会課題の解決に向け、本業を通じ
て着実に、持続可能な社会の実現に貢献していきたいと考えてお
ります。
 常務執行役員　佐藤 喜一

第三者意見を受けて

様子が十分に開示されています。事業と一体化したSDGsが「見える化」
されています。

社会課題の解決と本業を通じた企業価値の向上が一体化した
企業活動が「見える化」されています。

同社は、働き方改革やオフィス革新の実践をとおして社内にSDGsの浸
透・定着を促進すると共に、社会にも提案しております。
具体的には、コロナ禍におけるテレワークやサテライトオフィスのあり
方、さらにはよりよく生きるためのオフィス空間や働く環境の改善提案
など、日本企業が抱える組織課題の解決に深くかかわりを持った取り組
みです。これらを同社自らが率先垂範することで、課題解決に向けた先
進事例を日本社会に提供することにもなり、一方では同社のビジネスそ
のものにも結び付くいわばCSV（共益の創造）といえます。当レポート
にてその状況が十分に見える化されており、同社の事業と一体化した
SDGsを知ることができます。

今後に期待する点：
サステナビリティ・ガバナンスへの取組みを期待します。

同社では、「オカムラグループサステナビリティ方針」を掲げ、4つの視
点からサステナビリティ重点課題を特定、KPIを設定し全社で取り組ん
でいます。今後は、この取り組みをさらに進めて、UNEP FI（国連環境計 

画・金融イニシアチブ）が提唱するサステナビリティ・ガバナンス「企業が
サステナビリティ文化を促進するために、サステナビリティをコーポレー
トガバナンスに組み込むこと」の考え方を導入することを期待いたします。
サステナビリティ・ガバナンスは「人権・環境・ガバナンス」を中心と
した経営の根幹にかかわる「守りと攻め」の領域をもち、リスクを回避
し（守り）、従業員のモチベーションと社会からのレピュテーションを高
める（攻め）ことで、最終的には売上・利益なども含めた同社の持続可
能な発展に結びつくものです。
そのためには、①現在のサステナビリティ委員会の構成メンバーを見直
し取締役会レベルの委員会とする、あるいは②毎月の取締役会の議題に

サステナビリティを含めるなどサステナビリティ戦略の構築に取締役会
が今以上に積極的に関与することが求められます。もし①の委員会の場
合、環境変化が激しい現代のグローバル化と情報化社会においては、年
2回の開催ではタイミングを失することも懸念されることから回数の増
加を提案いたします。
サステナビリティ・ガバナンスが取締役会をはじめ会計・財務・戦略・
オペレーション全体に統合されることで、同社の持続可能な発展に結び
つくことを心から祈念いたします。
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